
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦

21 - 16
24 - 12
13 - 15

Ｃ 26 - 23
B コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 0 1 4 9 1 2 3 1 5 6 3 7 1 1
20 * 1 2 2 5 1 2 2 0 2 2 1 0 0 0
21 * 3 7 6 6 2 4 4 1 1 2 0 2 2 0
23 * 0 0 9 13 4 4 2 4 4 8 3 0 0 3
34 * 0 0 5 10 3 4 4 1 4 5 0 3 0 0
5 0 0 0 2 3 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
17 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
32 0 0 1 2 3 1 2 5 1 1 2 3 4 1 0
37 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0
51 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
70 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 0 3 0 3 0 0 1 0 3 3 1 0 1 0
18 * 0 0 6 16 2 3 2 3 3 6 2 1 1 0
24 * 1 4 1 6 1 2 2 1 4 5 1 0 1 0
29 * 1 4 6 16 7 8 2 2 3 5 0 2 3 0
76 * 0 2 1 2 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0
7 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 0 0 0 1 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
10 0 0 0 1 3 2 2 1 3 1 4 1 0 0 0
12 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 1 0
14 0 0 2 2 6 6 8 2 1 2 3 1 7 1 0
20 0 0 1 2 3 0 0 1 1 0 1 1 1 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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戦評
新人戦最終日第一試合は、前日の大阪学院大学戦で接戦の末に劇的勝利を収め波に乗る関西学院大学と、高さ
はないが機動力を武器にこれまで好ゲームを繰り広げてきた同志社大学というカードとなった。序盤は両チームとも
に一歩も譲らず持ち味を存分に発揮する展開となる。同志社が何度か流れに乗ろうとするも、関学大はインサイド陣
を中心に持ち前の高いディフェンス力でリードを譲らない。第3ピリオド終盤に同志社は一気に攻勢にかかるが逆転
とまではいかず、安定して外と中を支配した関学大が84-66で勝利を飾った。
第1ピリオド、関学大が堅いディフェンスからの速攻で着実に得点を重ね同志社を圧倒する。がしかし、同志社も関
学のシュートミスから#14高山の落ちついたゲームメイクにより連続得点で必死に喰らいつき両チーム均衡したゲー
ム展開となる。そのままお互いに一歩も譲らず21-16と関学大5点リードで第1ピリオドを終える。
第2ピリオド、関学大が一気に攻めかかる。相変わらずの高いディフェンス力で同志社の攻撃を封じ、#7渡邊の3P
シュート、#23松田らのリバウンドシュートで得点し、みるみる点差を広げてゲームの主導権を握る。対する同志社は、
前日の試合の怪我により#53荒谷を欠くせいか、いまいちオフェンスのリズムを掴めず大きくリードを許してしまう。す
かさず同志社はタイムアウトを取るもいまいち流れを呼び込めず、45-28で前半を折り返すこととなった。
第3ピリオド、前半同様に流れは関学大。存分にチームの持ち味を発揮し、次々と得点を重ねる。対する同志社も、
#24石塚を中心に確実にシュートを決め応戦するも、関学大を追い上げるまではいかず時間が経過していく。同志
社は、そのままこれといった決め手がないまま58-43と関学大りーどのまま第3ピリオドが終了する。
第4ピリオド、同志社が徐々に流れを掴み始める。関学大のミスがかさんだところを見逃さず、連続得点で着実にスコ
アを重ね序盤の差をみるみる縮めていき、10点差にまで追い上げる。だが、関学大も#21樋口のワンマン速攻、#23
松田のゴール下等で傾きかけた流れを渡さず、両チームそこからは膠着状態となる。どちらかが点を取ればどちらか
が取り返す、素晴らしいゲーム展開となる。しかし、ディフェンスで圧倒した関学大が最後に意地を見せ同志社を突
き放す。同志社も最後まで勝利への執念を見せるも一歩届かず、84-66で関学大が決勝への切符を手にした。
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